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１ 表現運動系領域部会の研究 
研究の概要 
表現運動系領域における自ら学び続けている子供の

姿を「学びのサイクルを回しながら、新たな踊りを創造
していく子供」と捉えた。 
小学校学習指導要領解説体育編にも「自由に動きを

工夫して楽しむ創造的な学習」と記載されているよう
に、小学校での表現運動系においては「これがゴール」
という踊りは無く、「次はどんな踊りにしようか」「次は
どこをよりよくしようか」と新しい踊りを創り続ける
姿こそが、本領域で理想とする姿であると捉えた。 
このような子供に迫るために大切なのは「学びのサ

イクルを自ら回し続けること」である。右の図のように、
「見通しをもつ」「踊ってみる」「踊りを振り返る」の学
びのサイクルを自ら回し続ける姿こそが、自ら学び続
けている子供の姿である。本部会は、目指す子供の姿に
迫るために、学習環境を整え、子供自らが学び続ける手
助けをする手立てを検討している。 
 
表現運動系における学びのサイクル 
 
【見通しをもつ】 
 イメージをふくらませ、ふさわしいと思う動きを選ぶ。その際に見いだすのが学習課題である。本部
会は表現における学習課題を「何を（イメージ）・どう表すか（動き）」とし、イメージを選択するたび
に見いだすものとして指導する。また、学習課題は１つのイメージに対して複数もつことも想定される。 
（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 なお、即興的な踊り（ひと流れの動きにして踊る）では、様々なイメージを選んで踊ることが想定さ
れるが、構成的な踊り（ひとまとまりの動きにして踊る）では、一つの題材を選択して何度も踊り込ん
でいくため、学習課題を見いだす過程が異なる捉えている。 
（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 見通しをもつ際に、学習課題を見いだすために
活用するのが「イメージバスケット」と「動きの
貯金箱」である。（P.4参照）活用方法は「学び方
を知る段階」から全体に指導するが、子供が学び
のサイクルを回す際には、これらのツールを自ら
活用していく。 

題材・テーマ イメージ 

何を 
無重力の感じを 

どう表すか 
スローモーションで表す 

即興的な踊り 構成的な踊り 

ポップコーン 

弾ける感じを 

ジャンプで表す 

洗濯機 

洗われる感じを 

回る動きで表す 

打ち上げ花火 

大きな花火を

みんなで集ま

ったり離れた

りして表す 

小テーマ 
身近な生活 

タイトル 
火山の大噴火 

噴火するとこ

ろは大の字で

ジャンプして

表す 

噴火するとこ

ろは最初に集

まって、噴火

したらいろい

ろな方向に離

れる 

はじめは小さ

くゆれてどん

どん激しくし

てみる 

イメージバスケット 動きの貯金箱 
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【踊ってみる】 
見通しをもつで見いだした学習課題を意識しながら、イメージの世界に没入して踊る。踊ることこそ

がこの学習で最も大切であり、「見通しをもったらまずは踊る」といったように、踊りを通して楽しさや
喜びを味わうことを忘れないようにする。 
 
【踊りを振り返る】 
 イメージにふさわしい踊りになっていたかを伝え合う。踊ってみて新たなイメージがふくらめば「イ
メージバスケット」に、イメージにふさわしいくずし（工夫）を見付けたら「動きの貯金箱」に、新た
な構成を見いだしたら「イメージボード」に追記していく。仲間との協働によって見いだしたことは、
次の踊りに生かされ、子供たちの表現はよりよくなっていき、新たな踊りを創造する姿に迫っていく。 
 
 この学びのサイクルを回し続けるなかで、学習課題を見いだし続けて踊る子供を「新たな踊りを創造
していく姿」と捉えている。 
 
学びのサイクルに応じた教師のかかわり方 
★・・・飽和、停滞している子供へのかかわり方 
段階 学び方を知る 踊りを創造する 

教
師
の
か
か
わ
り
方 

心と体をほぐす 
・笑顔で元気に振る舞い、安心感を与える。 
・リズム太鼓で動きのリズムをリードする。 
・活動の行い方を全体に伝える。 
・初めは全体に向けて手本を見せてから、子
供だけで取り組むように促す。 

★一緒に取り組み、行い方を理解できるよう
にする。 

 
みんなでやってみる 
・イメージバスケットを見せながら、全体で
イメージを共有する問いかけをする。 

 （例）「○○ってどういうこと？」 
・子供にイメージを提示し、自由に踊るよう
に促す。子供の踊りを意図的に価値付けて
広げる。 

★友達の動きを真似するように促す。 
・みんなで踊った際に見いだした動きや工夫
等を共有し、動きの貯金箱に記入する。 

 
ひと流れの動きにして踊る 
【見通しをもつ】 
・イメージバスケットや動きの貯金箱に書か
れた言葉を指し、グループで共有する問い
かけをする。 

 （例）「○○ってどういう感じ？」 
    「どういうイメージだから○○と書い

たの？」 
★書いたり伝えたりしていない子供には、他
の子供が書いたことを指しながら、イメー
ジを膨らませたり、ふさわしい動きを選ん
だりできるように問いかける。 

【踊ってみる】 
・子供の踊りを撮影し、撮りためる。 
・称賛の言葉かけをする。 
【踊りを振り返る】 
・表したいイメージにふさわしい動きや工夫
を伝えたり、動きの貯金箱に書いたりして
いるか静観する。 

★どんな動きがイメージにふさわしい動きだ
ったかを問いかける。 

ひとまとまりの動きにして踊る 
【見通しをもつ】 
○イメージボードに構成を書く 
 ・構成を伝え合ったり、イメージバスケッ

ト、動きの貯金箱、構成メモに記入したり
しているか静観する。 

 ★イメージバスケットや動きの貯金箱に書
かれた言葉を指し、グループで共有する
問いかけをする。 

 （例）「○○ってどういう感じ？」 
    「どういうイメージだから○○と書い

たの？」 
★「はじめ―なか―おわり」の構成メモに
書かれたイメージや動きや工夫の意図を
問いかける。 

 
○自分たちの踊りの動画を観る 
 ・よりよくできるところ（学習課題）を伝え

合っているか静観する。 
 ★次の学習課題「何を（イメージ）どう表す

か（動き）」を問いかける。 
 ★イメージバスケットと動きの貯金箱を基

に見いだすように促す。 
 
○見合う 
 ・他のグループの踊りのよいところを伝え

合っているか静観する。 
 ★他のグループの踊りのよいところを問い

かける。 
 
【踊ってみる】 
・子供の踊りを撮影し、撮りためる。 
・称賛の言葉かけをする。 
 
【踊りを振り返る】 
・イメージにふさわしい動きやさらによりよ
くできるところ（学習課題）、次にどの活動
を選択するかを伝え合っているか静観す
る。 

★イメージにふさわしい動きやさらによりよ
くできるところ（学習課題）を問いかける。 

★次の活動を問いかける。 
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２ 学習環境のアイデア 
 表現系ダンスの授業づくりにおいて、子供の学びに役立つ学習環境のアイデアを本部会で検討した。
子供の実態に応じて、学習環境を整えるうえでの参考資料である。 
 

No.1 学習過程 ★使いどころ★ 
 
授業前に子供の学びの
道筋を想定するとき 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
表現運動系の特徴をもとに想定した２段階の過

程！前半は運動の楽しさや喜びや学び方を理解し、
後半は子供たちが主体的に探究していく！ 
 

★教師のねらいと活用方法★ 
学び方を知る 
表現運動系の楽しさや喜びを味わうために、教師のリードによって体ほぐしの運動や表現につなが

る運動に取り組み、心と体を解放する。 
また、運動の行い方や学びのサイクルの回し方を知り、自分たちで主体的な学びを実現できるよう

にしていく。 
踊りを創造する 
主体的に学びのサイクルを回しながら、子供が自由に創造的な学習を積み重ねていく。 
 
以上の子供の姿を具体的に想定し、指導計画を作成する。 

No.2 題材設定 ★使いどころ★ 
 
・単元の計画段階 
・単元全体 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
子供の発達段階や実態を考慮した題材にすると、

表現の楽しさをより味わせることができる！ 
子供が興味関心をもててイメージしやすいものが

理想的！ 
★教師のねらいと活用方法★ 

子供たちが興味をもっていることや身近なこと、変化や起伏をつけやすいイメージを選択すること
で、表現の世界に没入し、イメージを膨らませやすくなる。 
また、イメージを膨らませる幅がある題材を設定することで、ふさわしい動きや工夫を取り入れや

すくなり、より一層自由な表現が実現しやすくなる。 
イメージカード、イメージスライド、イメージかるたなどにすることで、子供が主体的に選択でき

るようになる。 
（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.3 選曲 ★使いどころ★ 
・心と体をほぐす 
・踊る場面 
・クーリングダウン 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
活動場面に合った音楽を選ぶことで、子供のよい動

きや取り組みを引き出すことにつながる！ 
「曲は子供の動きを引き出す魔法」 

★教師のねらいと活用方法★ 
心と体をほぐす 

子供たちが聴くだけで盛り上がる曲や、BPM130 前後の気持ちが弾むような曲を選ぶ。 

踊る場面 

イメージに合う曲調のものが理想的である。ただし、イメージが強すぎる曲（アニメやドラマ、映画等の主題歌）は

イメージを膨らませる妨げになることもあるため、子供たちに馴染みがないほうが曲に引っ張られすぎない。途中で

曲調が変わると、急変の場面をつくりやすい。即興的な踊りは 30 秒程度で、構成的な踊りは１分程度がよい。 

クーリングダウン 

気持ちが落ち着く静かな曲を選ぶ。、教師が本時のねらいに沿った言葉かけができる。 
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No.4 イメージバスケット 
★使いどころ★ 

 
・授業前 
・クラス全体での 
共有時間 

・踊る前に見通しを
もつ時間 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
子供がイメージをふくらませるためのツール！みん

なで書き込めば協働的な学びにもなる！他の人やグ
ループが書いたイメージを参考にできる！ 

★教師のねらいと活用方法★ 
 
踊る前にどれだけイメージを膨らませられるか

が大切である。「動き」「音」「気持ち」「感じ」の、
４つの観点に分けてあげていく。 
 
授業前に Web 掲示板アプリ等を活用してイメー

ジを集めておけば、クラス全体での共有時間を短
縮できるだけでなく、全員がかかわる機会をつく
ることにもなる。 
 
学びのサイクルの「見通しをもつ」で、イメージ

バスケットに書き込む活動をすることで、協働的
にイメージを広げることができる。イメージバス
ケットを壁に貼っておくことで、様々なグループ
が書き込むことになり、他のグループで見いだし
たことを他のグループにも共有することができた
り、自分たちでは見いだせなかったイメージに触
れたりすることができる。 

No.5 動きの貯金箱 
★使いどころ★ 

・クラス全体での 
共有時間 

・踊る前に見通しを
もつ時間 

・踊った後の振り返
りの時間 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
子供が見いだした「４つの工夫」を貯めるためのツ

ール！みんなで書き込めば協働的な学びにもなる！
他の人やグループが書いた工夫を参考にできる！ 

★教師のねらいと活用方法★ 
 
イメージしたことを動きにするうえでは、変化

やくずしなどの工夫を入れることが有効である。
動きの貯金箱には、子供が見いだした工夫を４つ
の観点に分けて貯めていく。 
「動き」「リズム」「空間」「かかわり」 

 
クラスで見いだしたものとして掲示したり、踊

る前に見通しをもつ時間でイメージバスケットに
対応させて工夫を書き込んだりする。また、踊った
後の振り返りの時間でどのような工夫がイメージ
にふさわしかったかを伝え合う場面にも有効であ
る。踊りをよりよくしていくうえで必要なツール
であると考える。 
 

 

動き 

飛ぶ 

転がる 

ゆれる 

音 

ポンポン！ 

パチパチ！ 

パーン！ 

気持ち 

わくわく 

楽しみ 

おどろき 

感じ 

熱い 

弾ける 

続く 

クラスで見付けた

工夫を貯めていく 

動き 

ジャンプ 回る 転がる 

ふっとぶ うでふり 

 

 

 

 

 

 

速く 

急に    高低   バラバラ 

リズム   空間   かかわり 

掲示物 

イメージごとに 
書きためる 
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No.6 イメージスライド 
★使いどころ★ 

 
 
ひと流れの動きにして
踊る 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
１セット作成して配布すれば、児童の端末で開くこ

とができる。即興的に踊るためのイメージをもちやす
い。 

「開くまでドキドキ！開いてもワクワク！」 

★教師のねらいと活用方法★ 
即興的に踊るためのイメージを楽しみながら選択できるようにする。 
各グループに１台端末を用意しておき、「見通しをもつ」でイメージを選択する際にそれぞれの場

所で操作する。スライドを開くと、イメージがタイトルと画像で表示される。 

No.7 イメージムービー 
★使いどころ★ 

 
・みんなでやってみる 
・ひと流れの動きにし
て踊る 

・ひとまとまりの動き
にして踊る 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
動画で題材を提示することで、子供がイメージを具

体的にもてるようになる。 
イメージを膨らませること、イメージの世界に没入す

ることの手助けとなる！ 

★教師のねらいと活用方法★ 
誰でも表現運動に楽しんで取り組めるよう、題材のイメージをより一層膨らませることができるよ

うにする。 
イメージバスケットを全体で共有する前や、ひと流れの動きにして踊る場面でイメージムービーを

活用することにより、児童が題材のイメージ「動き」「音」「気持ち」「感じ」を膨らませる手助けと
なる。それにより、児童が動きの具体的なイメージをもてるようになったり、動きを見いだしたりで
きるようになる。それが新たな動きを創造することにもつながる。 

No.8 イメージボード 
★使いどころ★ 

 
 
ひとまとまりの動きに
して踊る 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
踊りの構成をみんなで共有したり検討したりするた

めのツール！イメージや動きをみんなで書き込むこと
で、協働的な学びを充実させることができる！ 

★教師のねらいと活用方法★ 
構成的な踊り（ひとまとまりの動きにして踊る）を創造する際に、表したい感じやイメージをグル

ープで共有することができる。「はじめ→なか→おわり」の構成にイメージや動きを書き込んでいく。 
イメージボードを見れば、創造してきた過程や意図が明確になり、新たな学習課題（次はどうする

か）を見いだす手助けにもなる。 
教師がイメージボードを見ることで、子供たちがどのような意図で表現しているのかを理解してか

ら踊りを見て評価することもできる。 

No.9 ICT の活用（動画撮影） 
★使いどころ★ 

 
 
ひとまとまりの動きに
して踊る 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
子供が自分たちの踊りを動画撮影することで、課

題発見や自己評価の根拠とし、自己の成長の実感
に繋げられるようにする。 
「“できた”を実感！動画で見る、わたしの変化」 

★教師のねらいと活用方法★ 
教師から提示するのではなく、子供が自分たちのイメージにふさわしい動きにして踊れているかを

映像で見たいという思いが出てきた際に、自分たちの撮りたいタイミングで動画撮影をし、踊りを映
像として残すことができるようにする。 
自分たちの動きを客観的に見ることで、新たな学習課題を見いだしたり自己評価の根拠にしたりし

て、自己の成長の実感につなげられるようにする。 

 



6 

No.10 BGM によるマネジメント 
★使いどころ★ 

 
・一単位時間通して 
 
・学びのサイクルを回
すとき 

★イメージ★ 
 
 
 
 
 
※ひと流れの動きにして踊る場面 

★ここがウリ★ 
今何をする時間かが BGMを聴けばわかる！学び

のサイクルを自ら回す手助けとなる。タイムマネジメン
トが簡単で、計画的に進めることができる。 

★教師のねらいと活用方法★ 
 「ひと流れの動きにして踊る」活動では、「見通しをもつ」「踊ってみる」「踊りを振り返る」の時
間配分を意図的に設定することで、学びのサイクルの回し方を身に付ける手助けとなる。その経験を
積むことで、自由に活動を選択する「ひとまとまりの動きにして踊る」活動で、自ら学びのサイクル
を回すことにつながると考える。 
 「ひとまとまりの動きにして踊る」では、踊る際にかける曲を繰り返し流すため、子供自身でタイ
ムマネジメントをしながら学びのサイクルを回していく。 

No.11 見合い ★使いどころ★ 

 
ひとまとまりの動きに
して踊る 

★イメージ★ 

 
★ここがウリ★ 

他のグループの踊りを見ることで、自分たちでは見
いだせなかった動きやくずし、変化に気付くことができ
る！ 

★教師のねらいと活用方法★ 

ひとまとまりの動きにして踊る活動の「見通しをもつ」で、新たな学習課題を見いだすために他
のグループの踊りを見に行く。他のグループの踊りのよいところをもとにして、自分たちの踊りの
さらによりよくできるところを見付けて伝え合う。 
他のグループの踊りを見て見いだした工夫等は、自分たちの動きの貯金箱に書き込んでもよい。 

No.12 飛び入りダンス 
★使いどころ★ 

 
 
ひと流れの動きにして
踊る 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
他グループに飛び入りで参加して一緒に踊る取

組！自らの学びを深めることができる。 
「踊りによるコミュニケーション」 

★教師のねらいと活用方法★ 
自分では見いだせなかった工夫に気付いたり、その工夫のよさを実感したりすることができるよう

にする。また、学習課題を見いだしたり、解決したりすることに生かすことができるようにする。 
ひと流れの動きにして踊る活動では、見合いをするよりも実際に他グループに飛び込んで一緒に踊

った方が工夫をより実感することにつながり、自らの学びを深めることができる場合もある。子供が、
より自分たちのイメージに合い、メリハリのある踊りにしたい、という思いが出てきた際に活用する
ことが効果的である。 

No.13 一枚ポートフォリオ評価（OPP シート） 
★使いどころ★ 

 
 
授業の終わりの振り返
りの時間 

★イメージ★ 
 

★ここがウリ★ 
子供の「自ら学び続ける力」を育て、自己評価の質

を高められるシート！ 
はじめとおわりに同じ質問をすることで、単元終了

後の学びの深まりを実感できる！ 

★教師のねらいと活用方法★ 
子供の「自ら学び続ける力」を育て、自己評価の質の向上することをねらいとする振り返りシート

である。一枚ポートフォリオ評価の形式にすることで、学びの履歴を振り返りやすく、自己の変容に
気付き、自己評価の質をよりよくしていくことができる。毎時間の問いかけを「今日 1番大切だと思
ったことを書きましょう」にすることで、振り返りの内容を明確化させている。また、単元のはじめ
とおわりに「表現を楽しむために大切なことは何ですか」と同じ問いかけをすることで、単元終了後
の学びの深まりが表れるようにしている。 

 

見 しをもつ 踊ってみる  り る

１分    １分
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